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現下國民髄力問題中 ノ喫緊時 トシテ、結核撲滅

ガ取 リ暴 ゲラシテ居ルコトハ論 ヲ侯 タナイ。余

等 モ亦昭和14年 來、關東地方在勤 ノ某交通團磯

從事員二就イテ各般 ノ結核豫防、盟力向上方策

ヲ講 ジツ ・アルノデアルガ、7ノ 際 ソノ施策

ガ可及的二科學的根擦 ノ上二立脚サレルコ トヲ

念願 トシタ。從 ツテ、禮力ナル概念ヲ精神力、

生存力、蓮動力、抗病力、適鷹力及 ビ壇殖力等

ノ綜合的ナカ トシテ把握 セントスル観黙カラ、

ソノ髄力向上策ハ、各人各個 ノ麗カ ノ實相 ヲ科

學的 二測定 シ、 ソノ程度二鷹 ジ、全禮 トシテ統
一的二樹立實施 サレルコトヲ理想 トシタ。併

シ、現實 ニハ、 ソ〉能カ ト方法ニハ自ラ制限ガ

アルノデ、我國 ノ現歌二帥懸 シ、 ソノ核心ヲナ

ス青年期二重黙 ヲ置キ、 ソノ燈力就中結核豫防

二圭カ ヲ集中 スルコトト致 シタノデアル1郎

チ、髄力測定 ノ手技 トシテハ、 ソノ可検域 ト信

頼度 ヲ考慮 シテ、rツベルクリン」反鷹(以 下軍二

「ツJ反鷹 ト略栂 ス)、X線検査及 ビ喀擁検査 ヲ根 、

幹 トシ、赤血球沈降遽度測定、理學的検査、身

盟計測、機能検査及 ビ各種 ノ勤勢科學的、生化

學的検査等 ヲコレニ加へ、定期的及 ビ必要二依

リ随時二、集團拉 二個人検診 ヲ施行 ジ、,封象 ヲ

結核未感染者、「ツ」反鷹疑陽性無所見者、既感

染無所見者、「ツ」反慮陽性轄化者及 ビ結核病竈

保持者等二匪分 ノ上、測定 シ得 ラレタ罷力ノ程

度二鷹 ジ、與ヘラレタ施設 ヲ最大限二活用 シテ、

夫々療養、養護及 ビ鍛錬ノ指導 ヲ行 ツテ居 ルノ

デプ%然 ルニソノ間、種々 ノ問題 二疑義 ヲ生
ジ、未ダ解決 セラレザル諸問題 二遭遇スルニ至

'ソタノデ
、 コレラノ黙二關 シテハ、一一鷹、既成

ノ観念 ヲ離 レ、具 髄的 ノ事實 ヲ客観的二観察 シ

ヅ・、改メテ諸方面 ヨリ研究 スルコトト致 シ

タ。弦二報告 ㍉ 諸賢 ノ御教示 ヲ仰 ガントスル

ノハ、 ソノ艘力問題中ノ唐 年期結核症 二關スル

モノノ部 デ、以下 ソノ成績 ヲBCG接 種群 ト非
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'

接種群 トニ分久 先ヅコレヲ忠實 二順次記載 シ

テ中間報告 ト爲 シ、最後二絡括、後、各種文献

二徽 シ考按 、

フ 。

結 論 ス ル コ トニ 致 シタ 度 イ ト思
き

第一編BCG非 接種群二於ケル青年期結核症

本 編 ノー・・・・・…部 要 賃 へ 第2凋 日本 結 核病 學會 雛 デ報 告 シ タモ ノデ アル。

第一章 研究方法
〆

被 検 者 ハ15-・25歳 ノ男 女 子 ヲ 中 心 ト シタ 關東

地 方就 中、 東 京地 方 在 勤 ノ某 交 通 團 禮 ノ從 事 員

デ、 検 査 方 法 ハ大 略 次 ノ様 デ アル。

L「 ツ」反 鷹Anergie乃 至Hypergieノ

諸 問題 ヲ考 慮 シ テ、 本 法 ノ實 施 二際 シ テハ特 二

愼 重 ヲ期 シ タ。 注 射 液 ハ{專研 製 菖 「ツベ ル ク リ
き

ン」2000倍 稀 繹 液 く原 確 ヲ0・5%石 炭 酸 加 生 理

的 食慶 水 デ2000倍 二稀 澤 セ ル モ ノ)ヲ 用 ヒ、 ソ

ノ0.1qqヲ0・050α 迄 正 シク讃 メ ル所 謂 「ツベ ル

ク11ン 」注 射 筒 ニ ヨ ク密 著 シタ ヲ4ノ針 ヲ以 テ前

膳 内側 皮 内 二注 射 シ タ。 術 式 ハ 前脾 ヲ左手 デ握

ル型 デ、 注 射 部 位 ノ皮 膚 ヲ四方 三特 二注 射 方 向

二 李行 二緊 張 サ セ、 注 射 針 ノ孔 ヲ上 二向 ケ、 出

來 ㍗ 丈 皮 膚 二軍 行 二静 カ ニ針 尖 ヲ刺 シ入 レ充分

二針 ノ孔 ガ皮 内 二入 ツ タ コ トヲ認 メ テカ ラ徐 々

二正 確 二 〇。1QGノ 液 ヲ注 入 みル。 注 入直 後 ハ8

--9mmノ 貧 血 性 ノ」3伏 ノ高 マ リガ出來 ル ガ
、

を

注 射 部 位 カ ラ 液 ガ 洩 レテ 來 ナ イ カ ドウカ ヲ確

メ、 且 被 検 者 ニハ 縄腱 二注 射部 位 ヲ揉 マ ナ イ様

二注 意 シ タ。 観 察 ハ所 謂48時 間 後 法 デ、人 工 燈

ヲ用 ヒズ 明 ル イ揚 所㌧ テ之 ヲ行 ヒ、 獲 赤 、 二 重

(時 二三重)登 赤 、 硬 結 、 氷 泡、 壌 死、 出血 、 浮

腫 等 ヲ 観 察 目標 トシ、 糞赤 、 硬 結 等 ノ大 サバ

SlidingCallipersヲ 以 テ計 測 シ タ。剣 定 ハ 襲 赤

'(二重 乃 至 三重 嚢赤 アル 揚合
ハ、内側 ノ鋼 然 トシ

タ登 赤)ノ 長 短 径 ノ 算 術 李 均10mm以 上 ヲ陽

'駐
、5-9mmヲ 疑 陽 性 、4mm以 下 ヲ 陰 性 ト

倣 シ タ。 但 シ、 獲 赤 爾径 ノZF均 値 ガ10mm以

上 ア ヅ テ モ ソ ノ短 径 ガ10mm未 満 ノモ ノ、 嚢

赤 ノ ミデ俘 腫 モ ナ ク硬 結 ヲ全 然 鯛 知 シ得 ナ イ モ

～、嚢 赤10mm奉 満 ナ ル モX線 検 査 上 肺 二異

募

歌 所 見 ヲ有 スノセモ ノ、 麻 疹 等 ノ急 性 傳染 病 経 過

中拉 二恢 復 期 ニ アル モ ノ、 肋 膜 炎 ソ ノ他 ノ急 性

炎衝 ア 弓力若 クハ ソ ノ既 往 症 アル モ ノ、 及 ビ結

核症 ノ既 往症 ア リ ト訴 フル モ ノ等 二封 シ テハ、

時 二i封照 液 ヲ 使 用 シ、100倍 稀 繹 液 ヲ以 テ再 検

シb観 察 モ24時 間 又 ハ72時 間、 若 シ クハ ソ レ

以 上'時 間 ヲ経 テ重 ネ テ之 ヲ行 ヒ、 爾 確定 シ得

ザ ル時 ハ、1ソ ノ後 隔2ケ 月侮 ノ「ツ」反 鷹 検 査 、

X線 検 査 等 二依 リ ソ ン推 移 ヲ観 テ到 定 シ、 必 要

二依 ツ テハBCG接i種 二依 ルKoch氏 現 象 出現

ノ有無 二依 ヅテ之 ヲ決 定 シタ。 「ヅJ反 鷹 検 査 ハ

毎 同 同一 人 ノ手 デ行 ツ タ.即 検 査 開 始 以 篠 人 ノ

4〈ツ タ コ トハ"rk・カ ツ タ。

2.X線 検 査 間 接 撮 影 ノ装 置 ハ 据 付(後 藤 製)

及 ビ携 帯 用(澁 谷 製)ヲ 用 ヒ其 ノ螢 光 板 ハHey-

den/Neossal薦 眞 機 及 ピ鏡 玉 ハZeiss-lkon

/ContaxSonnerf1.5ヲ 使 用 シ タ。 間 接撮

影 ノ利 用 ハ量 的診 噺 二止 メ、 筍 モ ソ レニ異 状 所

見 ア リ ト思 ハ ル ・モ ノハ悉 ク直 接 大撮 影 ヲ行 ヅ
る

タ。 從 ツ テ 直 接 大 撮 影 敷 ハ 全 間接 撮 影 敷 二繋

シ、 「カ タ ス テル」劇検 診 ノ時 ハ、 ソ ノ20%、

「ツ」反 鷹 陽 性 縛 化 者 ノ検 査 ノ 時 ハ30%以 上 二

及 ンダ。 爾 直 接 大 撮 影 パ 上 述 ノ如 ク間接 撮 影 二

所見 ア リ ト思 ハ ル ・者 ノ他 二、 結 核 ノ既 往 症 ア

リ ト訴 フル者 、 赤 血 球 沈 降 速 度 異 歌 促 進 者 、 理

學 的 検 査、 自庵 的 症 歌 二異 状 ア リ ト認 メ ラル ・

者、 「ツ」反 懸 度 異 常 二高 キ・者等 ム之 ヲ施 行 シ、

撮 影 方 向 ハ、透 覗 ノ上、 異歌 部 位 ノ位 置決 定 ヲ

行 ヒ、 脊 腹 方 向 ノ ミナ ラズ、 必要 二依 リ種 々 ノ

方 向 カ ラ行 ツ タ。'

3.赤 血 球 沈 降 速 度1則定 コvハWestergren
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氏 法(1}二依 リ、159-30℃ ノ室 温 ノ下 二行 ヒ、

室 温15。 以 下 ノ時 ハ恒 温 装 置 ヲ使 用 シv夏 季 高

温 ノ特 ハ特 二30℃ 以 下 ノ室 ヲ澤 ンダ,測 定 ハ、

1時 間 値 、2時 聞値 ヲ圭 トシ、 必 要 二3リ 、30分

値 、24時 間 値 及 ビ ソ ノ他 ノ時 間値 モ 測 定 シタ。

4.喀 疾 検 査 塗 抹 法 、 集 菌 法 及 ビ培 養 法 等 二

依 リ喀 疾 中 ノ結 核 菌 検 査 ヲ主 トシテ行.ツ タ。 培

・地 ハ 岡、 片 倉 ノ培 地 働 ヲ使 用 シタ ガ、 喀疾 ヲ=提

出 セザ ル者 アル鳳 時 ニ ハ咽 喉 頭 液 ソ ノ他 ヲ モ

使 用 シ タ.ノ

5.理 學 的検 査、 身艦 計 測 、 機 能 測 定 ソ ノ他

理 學 的検 査 二際 シテハ特 二既 往症 二注 意 》、 身

膿 計 測 及 ビ機 能 測 定 項 目ハ、 身長 、 燈 重、胸 園、

座高、上謄園、握力、脊筋力、肺活量、親力、

嘉力、荷重速行、各種疾走、走幅跳、懸垂等ニ

シテ、蓮動機能測定ハ、rツ」反鷹tX線 検査、

赤血球沈降速度(以 下輩 二赤沈 ト略構 ス)。喀庚

檎査 理學的検診及 ビ身髄計測等 ヲ行 ツテ・差

支ヘナシト認 メラレタ者 二封 シデノミ之ヲ施行ヤ

シタ。 ソノ他 ノ検査項 目ハ、必 要二依 リ、尿、

血液等 ノ諸種 ノ生化學的検査、・勤勢科學的検査
ピ ノ

等デアル.

爾記載二當 ツテへ 表ニハ李均誤差 ヲ列記 シタ

ガ、本文二於テハ之 ヲ省略 シ、小激黙以下ハ適

宜四捨五入スルコトトシタ。

第二章 青年期二於ケル結核漫襲状況

昭和14及 ピ15年 二施 行 シタ結 核 ヲ主 トス ル集

團検 診 成 績 ノ ー 部 ニ ツ イ テハee(3>{4)二報 告 シタ

ガ、 本 章 ノ成 績 ハ昭 和16及 ビ17年 テ施 行 シタ

モ ノデ ア ル。 被 検 者 ハ前 同 同様 、 關 東 地 方 在 勤
ぴ

者 デ何 レモ検査當時在勤中ノ臨躰的健康者デア
な

ルe昭 和16年 二於 テハ年 齢13-66歳1男 女從

事 員 デ、 東 京 市 中 心 地 隠 在勤 ノ者 二封 シデハ 同

年5月 カ ラ8月 迄 二、 ソ ノ他 ノ地 匠 二於 テハ8

--10月 二行 ツ タモ ノデ アル。 昭 和17年 二於 テ

ハ8-10月 施 行 シタ モ ノ ノ中、男 子14-・25歳 ノ

年 齢 層 二就 イ テ ノ成 績 ヲ塞 ゲル コ ト ト シ、 ソ ノ

他 ノ者 二就 イ テハ検 査 撒 二比 シ検 査 期 間 ガ比 較

的 長 カ ヅ タ爲、 舷 ニハ 省略 スル コ ト トスル。 検

第1表

「 脳 員
曇 齢

査方法ハ第一章記載 ノ如 クデアル。

昭和16年 ノ検査成績ハ14--19年 齢層 ノ男子ニ
へ

就1テ 観ル ㌧ 東京地方 二於 テハ第1表 二示ス

如 ク、検査全貴8886名 二野 シ夫々、「ツ」反慮褻

赤10mm以 上反鷹者44%、5mm以 上反磨者
'48%

、要i療養者検出奉3%(rツ 」反慮10mm以

上反慮者二封 シテハ7%〉'デ アル。東京市 二近

接 セザル洛線小都市町村地方(以 下軍 二小都市
ノ ら

附 近 ト略 構 ス〉」 於 テハ 第2表 二観 ル如 ク、 検

査 全 員3787名 二封 シ、「ツ」反 慮010mm以 上 反

旛1者31%、5mm以 上 反 鷹 者35%、 要 療 養 者

1%(「 ツ」反癒i10mm以 上 反 懸 者 二i封 シ テハ

3%)ヲ 示 シ タ。

16年 東京地方 「)y」反慮 陽性奉 ト要療養 者検 田卒

↓112

15976

161901

171833

182081

191983

計8886

「ツ」反 磨10mm以 上 「ツ 」反 慮5mm以 上

反 磨 者 反 磨 者 ・

實 酬 籍妻暢 二 實 剃
4035.?1十4。5346

37938.83十1.56427-」

744

849

971

938

3921

39獅14±1.121530

46.32十1.16930

46.66十1。09

47.30十1。12

44.13十 〇.53

1050

997

4280

検査人員 二
樹 ス〃%.
41。07十4.65

43.75十1。59

43.66±1。11

50.74十1.17

50.46=ヒ1.10

50.28±1.12

48.17十 〇。53

要 療1養

鰍 隣 妻幌 二 碧瓢 髪傷'

一2
』
』
』
ヱ

80

264

1。33±0.37

2.58十 〇◎36

2.73±0.38

3.46十 〇。40

4。03十 〇.44

2.97十 〇。18

3。43十 〇.93

6。59十 〇.91

5.89±0。81

7.42±0.84

8。53±0。91

6.73±0.40
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'

i
,、

、第2表 16年 小都市附近 「ツ」反磨陽性 率 ト要療養 者検 出傘
胤

年

齢
槍査人員

「ツ」反慮10鵬 蹴 以上

反磨者

「ツ」反慮5mm以 上

反慮者
要 療 養 者

實数隣 粥 二 實 釧 欝妻賜 二
一

鰍 隣勢易「聖 躍携慮
14 54{10 18.52±5.29 13 24.07十5.82-一一騨, 0 1
15 577i113 19。5補 十1.65一 145 25.13十1.81一 3 0.52±0.30i2.65±1.51

16 740{189 25.54十1。60一 226 30.54十1.6{γ一 7
--

9

0.95±0.3613.70±1.37

17 822i238
ヨ

28.95十1。58一 282 34.31±1.66 1・09±0・3613・78±1・ 怨

18 838{3・3 38.54十L68一 349 41.65十1。70一 10
奪

L19十 〇.37一 3.10±0.96

19 756・289 38.23十1。77一 3毛1 4L14十1。79一 9 1.19±0。39 ,3.11±1.02

計 3787i1162 扁8+0。79一 。1326 ン5.01十 〇。78 38 1.00±0.16 3.27±0.52

〃
%

〃
〃

"

勿

〃

〃

-捌

、

ゲ 魅 ・

炉 饗 碑

ミ

第1岡 地域別 ザツJ反磨陽性率及 要療養 者楡 出率

譲

一一一一・/7奪鯨 地方

・碑 鯨 地 方

一門一一 ノ惣 小都 市滑迩

「「-/6年 小都市耐迩

吃 娩 陽 性 季

一ノー・-/7年 索
.京地 方

… 一 ∠6宴東京地 方

/7年小都市薄迩
一一一一/6年小都布欝近

專鰻 活繊(検 蟻 ・ル砂)

梶
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コ レヲ地域 別、年 齢 朋 二比 較 スル ト第1圖(封 撒

「グ ラ フ」)二観 ル如 ク(「ツ」反慮 陽 性李 、 要 療 養

者検 出 率 共 二、東京 地 方 モ ト ヨ リ高 率 デ アル ガ、

何 レモ、 年 齢 ト共 ニ ソ ノ牽 ヲ増 シ、 且 、 曲線 ノー

傾斜 度 ハ、 等 シ ク皆、 可 成 リ急 峻 デ、 シ カ モ夫

夫 略 ≧同 傾 向 ヲ走 ル ノガ観 取 サ レル。、

昭 和17年 ノ成 績 ヲ14-25歳 ノ男 子 二就 イ テ観

t第3衷
踏 華

ル ト、凍 京 地 方 デハ 第3表 二示 ス如 ク、 検 査 人

員15833名 二封 シ、 「ヅ」反 鷹 駿 赤10mm以 上

反 鷹 者61%、5mm以 上 反 慮 者6%v要 療 養

者3%(rツ 」反 鷹10r血m以 上 反 慮 者 二1封シ5

%)ヲ 示 シ、 小 都 市 附 近 デハ第4表 二観 ル如 ク、

検 査 人 具7492名 二i封シ、 「ツ」反鷹i登赤10mm

以 上 反 鷹 者53%、5mm以 上 反 懸 者57%、 要

17年 東京地方 「ツ」反 慮陽性卒 ト要療養 者検出率

●

年

齢
検査人員

10mm以 上反慮 者 5蹴n以 上反懸者 委 療 養 者
緕

實 数隣 妻暢 二 實 釧 鰍 勢二 」鋤 隣妻楊「薯甥 携慮
14!356 138 38.76±2。58 158 4↓.38十2.63一 3 0.84十 〇。48一 2.17十1.24

-L

}
15口821 786 43.16十L16一 8.8 47.12十1.17『 22 1.21±0.26 2.80±0.59

1、 2325
ド

1122 48.26十1。04一 1223 52.60十1.04一 53 2。28±0.31 4.72±0.63

17 2512 1440 57.32十 〇.99一 1512 60.19十 〇.98一 7ゴ
`2

.83+0.33一 4.93十 〇.57一

18
璽

2324 1416 60.93±LO1 1せ86 63.94±1。00 75 3.23十 〇.37} 5.30十 〇.60一 1

19
k

2i46 142つ 66。50十1.04一 1492 69。52十 〇。99一 80 3.73±0.41

曾

5.61十 〇.61一

小計 11484 6329 55.11±P.46 6?29 58。59十 〇.46一 304 2.65土10.15 4.80±0。27

20 1686 1231 73.01十1.08一 1281 75.98十1.04一 72 4.27±0.49 5.85±0.67

21 579 447 77。20十1.74一 468 80.83十1.64一 34 5.87十 〇.98一 7。61十1.25
一

22 560 447 79.82±1.70 467
ノ83

.39+1.57一 29噂 5.18十 〇。94
φ 酬 ■欝

6.49±1.17

23 399
㎜

324 81.20十1。96一 3421
レ

85.71±1。75・ 17 4.26十1.01一 5,25±1.24

24 626 513 81.95十L54一 535i85.46±1.61
;

27' 4。31十 〇.81一 5。26十 〇.99一

25 499 419 83。97±1.64 440曙 ・18±1・菊 18 3.61±0.84 4。30±0。99
ヤ

計 15833 9710 61.33±0。39 10262164。81十 〇。38 501 3。16±0.14 5.16±0。22
▼

第4表17年 小都市 附近 「ツ」反慮 陽性李 ト要療養 者検 出率.
の

年i' 10・・癩 以 上 反 慮 者 5mm以 上反慮 ・者 要 療 養 者

齢
検査人員

實 釧 繋 暢 二
一,

實 数隣 妻蜴 二 鰍;鰍 舞二鵜 驚 慮
14 275 103 37.45±2.92 120 143

.64±2.99 1 10 .36十 〇.36一 0.97十 〇.97一

15 962 365 37。94十1.56一 417 43.35±1.60 11 1.14十 〇.34』

ぜ

3.Q1十9.89一

16 1116
暫

455 40.77±1.47 512 45.88± ユ.4g 15 1.34十 〇.34一

一 一 墜

3.30+0.84
}

17 1222 553 45.25十1.42一
蟻6U

50.00±1.43 21 1.72十 〇。37一 3。80±0.81,

18 1104 601
一

54.44十1.50一 652 59♂06±1.48 22 1.99十 〇.42一 3。66十 〇.77
i輔 ㎜謄

19 1015 607 59。80十L54一 650 64.04±1.51 23 2.27十 〇。47一 3.79+0,781一

小計 5694 2684 47.14±0。66 2962 52.02±0。66 93＼ 1.64十 〇.17一 3.46±0.35

20700 426 60.86±1.84 457 65.29±L80 22 3。14十 〇.66一 5.16± ユ。07

21213 149

甲

69。95±3.14 156 字3。24+3.03-, 16 7.51±1.81 10。74十2。54
}噂

22}229 160 69.87±3.03 167 ・72.93+2」94一 9 3。93十1.28一 5.63十L82一

23}179 137 76.54±3.17 112 79.33±3.03 8 4.47±1.54 5.84±2.00

241 251 205 81.67±2.44 213 84.86十2。26一 8 3.19±1。11 3.90十1.35一

25 226 181

3942

80.09±2.66 188 83.19±2.49 ,6 2.65±1.07 3.31±1.33

計17492 i5262± 。.58 428557.19十 〇.57 162 2.16±0.17 4.11十 〇.32

'
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療養者2%(「 ツ」反鷹10mm以 上反鷹者r封
嚢

シ4%)ヲ 示 シタ。

17年 ノ上記 成 績 ヲ地 域 別 、年 齢 別 二比 較 ス ル ト

16年 ノ成 績 ノ 様 ニ ソ ノ高 低 ノ 差 異 著 明 デ ハ ナ
く

久 且 ソノ趣キモ多少違ヅタ關係ヲ示 シタ。帥

チ「ヅ」反懸陽性牽ハ、14歳 二於 テハ東京地方

39%、 小都市附近37%デ 殆 ンド同李二近 久 後

稽 ㌃東京地方高牽 ノ儘推移 セテ、24歳 二至ル ト

再 ピ近接 シ、雨地方殆 シド同奉(82%〉 ヲ示 シタ。

又被検全員二封スル要療養者検出率 ヲ観ル ト、

東京地方二於テハ ソノ曲線(第1圖)ハ16歳(2

%)迄 ソノ傾斜度急峻デソノ後稽 ≧緩慢 トナ リ

19歳(4%)ヨ リ再 ビ急峻 トナツテ21歳 ノ最高

峰(6%)ヲ 形成 シテ後下降スル。小都市附近 ノ

要療養者検出曲線(第1圖)モ 東京地方 ノソレト

略 ≧同型 ノ曲線 ヲ示 スガ、東京地方二比較 シ16

歳(1%)頃 カラ群派 ソノ傾斜度ヲ減 ジtS19歳

(2%)カ ラ再 ビ同様 二峻瞼 トナヅテ21畿.ニ ハ

遽 二東京地方ノ最高峰 ヲ突破 シテ8%ヲ 示 シ後

マタ、 ヨリ急峻二下降 スルニ至ル。從ツテ要療

養者検出牽曲線ハ爾地方何y二 於テモ、21歳 二

於 テソノ山ノ高峻尖鋭化ガ観取サレルガ、東京

地方二於 テへ 小都市附近二於ケルガ如 クハ著%

明デナイト言 ヲ事ガ出來ル。 〃

14-19歳 ノ男子 二就 イテ地域別、年齢圃三16〃

年及 ビ17年 ノ上記成績 ヲ比較 スル ト小都市附

近二於 テノ・17年 ノ 「ツ」反鷹陽姓軸 線(第1as

圖)ハ16年 ノソレニ比較 シテー一段 ト高峯 ノ儘李

行 シテ走行 シ、而 モ16年 ノ東京地方 ノ「ヅ」反鷹

陽性李曲線 ト互二交錯 ヲ示 シタ。1又小都市附近

ノ要療養者検出牽ハ、「ツ」反鷹陽性率曲線(第1

圖〉ト同様、ユ7年度高牽二爾者殆 ンド李行 スル

ヲ親取出來 タ。然ルニ東京地方二於テわ、「物

反懸陽性率曲線(第1圏)ハ17年 二於テ、ヨリ高

奉 ノ傾向 ヲ走 ヅテ居ルガ、全員二封 スル要療養

者検出牽曲線(第1圖}二 至 ツテハ ソノ事情 ヲ異
づ ザ

sシ 、炉 年、16年 ノ各曲線ハ互 二交錯又ハ重

復 ヲ示 シテ居ル。'帥チ、小都市附近二於テハ

「ツ」反鷹陽性率モ宴療養者検出率モ共二17年

二於 テ高 李 ヲ示 シ、 何 レモ東 京 地 方 ノ ソ レ三近

接 シタ ガ、 東 京 地 方 二於 テハ 、 「ツ」反 鷹 陽 性 率

ノ ミハ 小 都 市 附 近 二 於 ケル ガ如 ク16年 二比 較

シ17年 著 明 ニ ソ ノ率 撃増 加 セル ニ 拘 ラズ、 要

療 養 者 検 出牽 ハ之 二伴 ハ ズ、殆 ン ド同李 乃 至減

少 ノ棲 向 ス ラ観 取 サ レ タ、

更 二亦 要 療 養 者 二就 イ テ「ツ」反鷹 陽 性 者 二封 ス

ル検 出 牽 ヲ観 ル ト、 第2圖 二示 ス如 ク、 小都 市

附近 二於 テハ16年 、17年 ノ間 二 大 差 ヲ示 サ ナ

4ガ 、 東 京 地 方 二 於 テハ17年 ハ 寧 ロ低 牽 ヲ示"

シタ。

第2圖 地域 別要療養 者検 毘率(「ツ」反庶

陽性者全 員二i封ス〃)

塵匿一一　-7章}

東京地方

儲}梛 徽

が 〃一 『→
,年 齢

東京靹 申心地as在 勤 ノ13-66歳 ノ男女子モ

施行 シタ成績ハ第5表 二示ス如 クデ男女通算 シ

テ縮検査人員20186名 二封 シ「ツJ反鷹登赤10

mm以 上 ノ反鷹者80%、5mm以 上反鷹者83

%、 検出要療養者3%ヲ 占メタe
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第5表 東 京 市 、内 中 心 地 囁 ノ
「ツ 」

鴨

年

齢

13

14

15

16

17

1『
19

20

21

22

23

24
25

26

27

28

29

30

一31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

検 査 人 員

男

1

231

850

1043

女

2

11

43

531
89}353

計

3

242

893

1096

彊

「ツ」 反 ・慮10mm以 上 反 磨 者

13万

1325

1216

661

422

45

【66

9
～
繭3

441

453

453

鰯
緬
453

20

一18

5

5

618

590

583

551

568

560

540

492

438

376

321

318

281

249

226

219

195

185

48

一39

1

讐4
よ

142

111

97

711
「西

66

　
　

　

23

「20

一23

112/
i

2

男 女 計

實 数 喀i套発易二 實 撒

2

100

395

508

691

771

1287 844

740

『
268

3§勉
464

503

337

196

297

'}

43.3±3.2◎

46・5±1・72}

豊硅li籔
58。2±1。36

69.4十1.32

76.1±1.66

1

3

16

29〕

39}191

571

舞妻秀易「贋 敬階妻発易二實 鍛
32

103

5.41十2.65

401

537

730

142.6十3.18

璽 至 ・66
49.0十1.51

359

109

420

51.9十1.33

L至41

82858・2±L311

50」 89469.5±1。281-

「74贋1.60
79.9±1.95

80麟 〇十2。56

43

16

r61
磁11

8i.1±2。05

81。4±1.85{201

164

璽

14

ツ
`
一負
)

68、2ヨ ±1。01

20
よ
18

880

380匹9≠1・8§

21279.1十2。48

313181.1±1.99

533

356

10

一14

9
～
ろ
δ

379181.7±1.80 375

467 371181.9±1.81113

470 386

蓋」

》456
373

443 366

61

語

4

一5

538
蝉

405

473

486

636 577

604 561

604 553

、

猛

15

一10

9

566 532

10

「認
550

27
蓼
}

・

G
》
騨Ω
解

5

2

雪
甕
嚢
藝
ノ

孟
-

騨
9

旬

550

501

447

540

519

2

6

2

弱「

-

劇9
～

1

1

55

56

57

マ

&9}
23

10

一
473

4を「
81

【23

0
び
慕
δ

363

311

、319 306

283 273

249 243

222228
1--213225

197 193

186 181

150

139

145

136

143 140

112 109

59 58

&91
23

10

ー
29

{22

一10

一

85・2±画14

85.6±1。68112

85.1±1.721

89.4十1.45

暑差舞幸≒認

13

茗

一16

「20

341

1

1
1
1
1
1
1
1
1
ー
》
墨

93.4±1。00

6.1=ヒ0.89

16

94.9±0.91

覇
玉13

[18

鑑
385

379

87.2±0.82
413

489

82、2±1.77i

85、1±1。64i

84・窪±1・zoi

85.6十1.67

393

406

390

89.6十1。42

506

90。7±1.25

593

574

194
。1十1.02

93。2±1。00

95.0±0.89

381

416

491

571

96.6十 〇。77

96.8±0.74

96.4十 〇。79

96.1十 〇.83

96.1十 〇.87

97.5十 〇.75

96.5±0.80

96.9十 〇,97

-

霊

15

◎

9

10

㈱ー
8

6

騨2

i

一1

810s

547

559

94。4±2。70

49

}29

5

㎜5

4811

435

a68
13

一〇7

00
}り
0

501

.596

577

94。5±0.931 570.

96◎2±1●07

97.2±0。98

96。6十 〇.76

96.7=ヒ0.74

96.5十 〇、77

538

557

549

97。6±0.97、

97.4」=1.062

7.3±1.1016

99.0±0.71 、

97.8±1.08

4ユ

縣-

98.0±1.152

97.8士1・ 彫 、

98.6±0。99

98.2±1.26

98.3±1.68

、
ピ

が

96.2十U.82

16響0士0
。88

97.3±O。77

96。6土O.93

96.9±0。96

196,2±1。07

274196.8王1。05

243

224

219

194

182

14?

136

141

110

・58

97.6十 〇.97

98.2±0。88

97.3±1.08

98.5±O.87

97.8十1.08

95。O±1.14

97.8十1。24

98,6±0.98

98。2±1.26

98。3±1.68

530

59

60

66
謹
日

3}68
1

1

」
1

19358 828

娚
435

371

319

315

280

3}68
1

1

j1
20186

3}67
1

1

」
1

ヅi
〆

99.5± 、.461/
…

夢

15555 80。40.291564

&9)
22

ボ 10

至

「1

76-
0
0
}
-

一確
義

247

223

217

194

184

148

139

142

111

59

難

68魯1±1。62

」
1

16119

1一鍛

11・ ・

99・5±i・46itkl67

ち ほ

{1

79。9十 〇。28

」
1

16111
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懸

反 慮 陽 性 率 ト 要 療 養 者 槍 出 率

_」一_
男 女

検 査人員 二
i封スル%

47.2十3.28

49.4十1.71

51。9±1。55

55。0十1.37

計

實 撒騰妻幌 二麿 釧繋 幌 二
-

一3

61.4十1.34

72.4十1.28

18

融 ・
521

56。9±2。69

至

12
一
4
⊥ 46.3±3。21

一§§劃雛 圭鍔

43849.0±1.67

57152.1十1.51

76754.6十1.33　 　 モ

要 養
男1女

實釧繋 幌 二魔 麟繋 暢 二

者

80。6十1。54

184。4±1.77
1§騎+2

.24

}85.8± 撤

85麟0十1.70

86.8±1蔚59

89.6十1.43

89.4十1。47

88.6十1.53

51

コ1
マ}153

コ
21

91.8十1。29

94。4十1.01

96.7十 〇.78

96.4十 〇.75

197.8±0。60

97。8十 〇。61

97.6十 〇.65

97。2十 〇.69

98.0十 〇.59

98.1±0.59

課ト

壽

→}1娼

票

壽1

噸
謡
、一一}69

72.5十30;7

90。2±2。32

。/

4

㎜16

　30

一30

巫

【37

1。7±O.85

1.9十 〇.42

2。9十 〇。52

遣 堕

,.3±0。49
3.0±0.49

1

7

1

繧
1

ー

=

轍1

聯2

隔2

嚢i難繋繍5
巡L}塑 ±1・56

42089の4±1.42

40588.8±1。48

39488.9十1。49

14
万
万
万
τ
万
万
π
π
τ

一象辞li琴8「二、

酉.額 ・蝋「i

2の0±0.75

、

2。4±1。05

42492。0±1。26
-一 一9if

t194.2±1=-6'lil

52196.8十 〇.76

61296.2±0.76

』 受竺_」97。7±1璽
589・97.5十 〇.64

553

566

558

541

494

。443

376

2。6十 〇。77

2∫2±0.69

1

2。1=±=0.63i

2.3±0.66i1　 　　
2.3±O.60i1

2.4十 〇.63

2.4±0.63

97。7±0。631122。2±0。62

9帆5±O。65、132.3±0.63
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も き

き

性 別 二親 ル ト女 子 二於 テハ 「ツ」反 鷹 陽 性 牽 ハ検

査 人 員828名 二 樹 シ68%ラ 示 シ15-19年 齢 層

二於 テ54% 、20-24年 齢 層 二於 テ68%等 ノ如ミ

ク デ アル。又 検 出要i療養 者 ハ2.5%デ15-・19年

齢 層2.0%、20-24年 齢 層2.4%等 ノ如 クデ ア

ノレo

男子二於 テハ、検査入員19358名 二封 シ「ヅ」反

鷹romm以 上反慮者80%、5mm以 上反慮者

83%、 検出要療養者2.7%ヲ 示 ス。 之ヲ年齢別
ヘ

ニ観 ル ト、 ドヅ亟 鷹 陽 性 李 ハ 年齢 ト共 二増 加 ジ

22歳(80%)迄 ハ 可 成 り急 二 壇 加 ス ノレガ ソ ノ後

特 二30歳(91%)以 後 デ ハ 極 メ テ 緩 慢 デ48歳

99%、54歳98%等 ノ如 クデ未 ダ100。0%ニ ハ到

蓬 シナ イ。併 シ「ツ」反 懸5mm以 上 反 鷹 者 二於.

テハ モ トヨ リ50歳 二 於 テ 途 二100.O%二 蓬 シ

テ居 ル。 コ ノ關 係 ヲ封 藪 「グ ラ フ」ヲ以 テ圖 示 ス

ル ト第3圖 二観 ル如 クrツ 」反 鷹 陽 性率 ノ曲線 ハ'

20歳 頃 迄 ハ ソ ノ傾 斜 度 急 峻 デ後 緩 慢 ヲ示 シ、更6

第3圖 東 京市内中心地匠男子 ノ「ツ」反慮 ト要療 養者

二34裁 頃 ヨ リハ殆 ン ド李 坦 ノ儘 走 行 シ、「ツ」反

鷹5mm以 上 反 鷹 者 ノ曲 線 ハ、「ツ」反 鷹 陽 性 李

曲 線 ト極 メ テ接 近 シ同傾 向 ヲ走 ヅ テ居 ル ンガ親

取 サ レル。

灘 斎欝蠣;二響 禦導蔽箏彦蕎
ヲ示 シ、先 ヅ20-24歳 二於 テー ツ ノ低4山(3.6

%)ヲ 作 リx後30-34歳 ノ谷(2.3%)ヲ 経 テ、

40--44歳 二再 ピ 青年 期 ノ山 ニ モ 蓬 セ ン 程 ノ高

イ山(3・3%)ヲ 描 づテ居 ル コ トガ親 取 サ レル。

次 二 「y'」反 慮 陽 性 者 二i封ス ル要療 養 者 検 出 牽 ヲ,

観 ル ト、15-19歳 二於 テ 寧 ロ高 率 デ、4。9%、

20-24歳4・5%、 以 後 滅 少 シ、35-39歳(2・4

%)二 ・・谷 ヲ作 リ40-44歳(3.4%)二 於 テハ 前
毒

ト同様再 ピ山ヲ作ル。

検出要療養者 ノ病型 ヲ上述 ノ男子15-54歳 ノ
ノ

者 二 就 イ テ 観 察 スル ト 前 掲 第6表 二 示 シタ如

ク、 ソ ノ全 員19058名 二謝 シ、 肋膜 炎、 肺 門 淋

巴腺 腫 脹 及 ビ 初 期 攣 化群 各0.2

%、 初 期 肺 浸 潤0.3%、 粟粒 結

核 症0.01%、 肺 尖 結 核 症0.9%、

肺 結核 症Ll%ヲ 示 シ、 卸 チ初

期 結核 症0.8%、 慢 性 結 核 症2

,%ヲ 検 出 シ タ。 年 齢 階級 別 二観

ル ト、15--19歳 初 期結 核 症1.7

%慢 性 結 核 症1.0%、20--24

歳初期結核盆 ・.8%、灘 結核

症1・8%、25-29歳 初 期 結 核 症

O・5%、 慢 姓 結 核 症2.0%、30-1

34歳 初 期 結 核 症 僅 カ ニ0.04%

慢 性 結 核 症2.2%、 以 後 ノ年 齢

二於 テ ハ慢 性 結核 症 ノ ミ検 出 シ

タ。 病 型 刷 デハ 、肋 膜 炎15-19

歳0.5%、2(ト24歳0,2%、 ソ

レ以後 ハ認 メ ラ レズ。 肺 門琳 巴

腺 腫 脹15-19歳O.4%、20-24

歳0.2%25-29歳 更 二 減 少 シ

テO・1%、 以 後 検 出 セズ
、 初 期

愛 イヒ君羊15-19歳0.4%、2(ト24
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第4圖 東 京 市 内 中 心 地 直 要 療 養 者 病 型

%

ぎ〃ー

↓

全
州
検
露
乎

壷

婆器嘱
婁峯

一
＼

脅

〆
/
ノ
距

　

翫W
＼

い
＼

＼

▲

π猟 徳陽性率

樋 杢妥弗 ル率
勿魏 陽彊寿せル季

歳0.2%、25歳 以 上 二於 テ ハ認 メ ラ レズ、 初 期

肺 浸 潤 二於 テハ稽 ≧ソ ノ趣 ヲ異 ニ シ第3圖 ニモ

観 ル女ロク15-19歳0.4%ヨ リ20--24歳1.1%

ト増 茄 シテー一ツ ノ山 ヲ作y、 後 滅 少 シ25--29

歳0・5%、30-34歳0。04%、 以 後検 出 ヲ見 ズ。

粟 粒 結 核 症 二於 テハ15--19歳 二1例 ノ ミ(0.02

%)、 慢 性結 核 症 二於 テハ蹄 尖 結 核症15-19歳

0。4%コ リ漸 次 ソ ノ牽 ヲk@シ テ3(ト34】 歳1。2%

二蓬 シ、 以 後 増 李 セズ、 肺 結 核 症 ハ15-19歳
　　 　

(O・6%)ヨ リ30-34歳(1。0%)迄 ハ 徐 々 二層 シ

1-一 一Yt膜 欠

遡 林ピ腺腹 抜
・鷺鱒 変北群

メワ翼轡 竣 潤

1"、 ご撤 亙

溜∬ヲ4謬朔鰯禰轡粥〃
穐

曳

,タ ガ、 後 比 較 的急 二 増 加 シ40-44歳 ノ 最 高 率
'
(2.2%)二 蓬 シ、 ソ ノ後 ハ稽 ㌃低 下 ス。

、以上痩 スルニ糊 結櫨 及ビ粟粒繊 症詰

「ツ」反鷹陽性率 ガ比較的著明二増加 ズル15一馬

24年 齢層二主 トシテ認 メラレ35哉 以後 二於 テ

ハ検出 シ得 ナカ'ソタガ、反之慢性結核症特 二肺

結 核 症 二於 テハ35歳 以後 二 於 テa・)一 ・層 高 魁

ヲ示 シタ。爾被検全員二謝 スル要療養者検出奉

曲線(第4圖 〉イー ツノ高 イ山 二相慮 スル20--

24歳 二於 テハ 初期結楓症(1.7%)及 ビ慢性結概
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'

症(1.8%)共 二殆 ン ド同率 ヲ示 シタ ガ、他 ノー ツ

ノ山 二相鷹 ス ノヒ40-44歳 二 於 テハ 慢 性 結 核 症

(3.3%)ノ ミ検 出 シ タ。

第三章 初樵時「ツ」反慮陽性且結核竈ヲ認メナイ者ノソノ病後ノ竈護見率
"o

定期及 亡臨時 ノ集團検診拉 二個人診査 ノ結果既

感染無所見者 ト認 メラレタ者 ノ中、「ツJ反鷹陽

性轄化後、1ケ 年経過 セルコト既二明カナガ者

二封 シテへ 初 メ年1-2同 、後年1同 、ソノ他
ヒ

ノ春 二謝 シ テハ年2--4同 、結 核 二 關 スル 検 診

ヲ行 ツ テ ソ ノ管理 二當 ツ テ居 ルモ ノデ アル ガ、

弦 二登 表 セ ン トスル モ ノへ 検 査 時 既 二 「ツ」反
　

鷹 陽 性 ヲ示 シタル モ、 ソ ノ陽 性 轄 化 ノ時期 不 明

ナル モ ノニ就 イ テ ノ観 察 デ アル。 ソ ノ目標 へ

「ツ」反 慮 陽性 ニ シ テ且X線 ソ ノ他 ノ検 査 ニ テ結
　

核 竈 ヲ認 メ得 ナ カ ヅ タ者 ガ、 ソ ノ後 、 登病 ス ル

カ ド ウカ、 獲 病 スル コ トア リ トセバ、如 何 ナ ル∴

時 期 へ 如何 ナ ル病 型 ヲ以 テ且 如何 ナル頻 度 二

於 テ起 ル カ等 ノ問題 ニ シテ、 コ レハ 再 感染 嚢 病

ノ可能 性 ノ問題 トモ關聯 シ、 結 核 豫 防封 策 樹 立

上 極 メ テ重 要 ナ問題 ト思 惟 サ レル ガ、rツ 」反 磨i

陽 性 者 ヲ封 象 ボ シテ3年 間 二亙 ル観 察 ノ結 果 力

第7表
ノ 曇

ラモ、 ソ ノー 端 二鰯 レ得 タ ト忠 フ ノデ先 ヅ ソ ノ

概 略 ヲ報 告 ス5レコ ト トス ル。,

被 検 者 ハ昭 和15年 定 期 集 團 検 診 受 検 者 中、同年

8月1日 境 在 東京 市 内在 勤 ノ年 齢17-18歳 ノ

i男 子 二蘭 ス ル モ ノデ㌔ コ レニ封 シ第1章 記 載 ノ

検 査 ヲ行 ヒ、rツ 」反鷹 陽 性 ニ シ テ結 核 竈 ヲ認 メ

得 ナ カ ツ タ者1328名 ヲ本研 究 ノ封 象 トシタ ガ、

ソ ノ検 査 成 績 ハ 次 ノ様 デ アル。

初検 時 「ツ」反 鷹 嚢赤10mm以 上 反 鷹 者 ハ1498

名 ニ シテ、 ソ ノ 中病 竈 ヲ 認 メ 得 タ者170名 デ

、(11%)、 コ ノ170名 ヲ除 外 シタ1328名 ノ「ツ」反

鷹 陽性 且 結 核 竈 ヲ認 メ ナ イ者 二封 シ、1年 後 、

初 検 時 ト同様 ノ検 査 ヲ行 ツ タ ノデ アル ガ、 ソ ノ

成 績 ハ第7表 二示 ス如 ク■ 他 管 内 ヘ ノ轄 出 ノ爲

38名 ノ未 検 者 ガ出 來 タ。 是等 ハ 照 會 二依 レバ、

健 在 中 ナ ル モ、X線 検 査 ノ結 果 ヲ確 認 シ得 ナ カ

ツ タモ ノデ、 之 ヲ除 キ、受検 者1290名 二就 イテ

初検 時「ソ」反磨 陽性且結核竈 ヲ認 メザル者 ノ其後 ノ登 見率

謬

検査 時 期 検査人員

辱

俵然病 竈 ヲ認 メ得 ザルモソ 新 タニ病 竈 ヲ認 メ得 タモ ノ

未 楡 人 員
實 劉 髄 順 一物 ル頒 剃 髄 韻 一封ヌ〃%

}㎡

初 槍 後
一一一1年 1290 1283}99.46±0.20

爵

7 0.54±0.20

一

}一 ㌍

38

(他へ轄 出 ノ爲)

初 槍 後
一 一2年 1257

響

1257 100.0
重

0
26

(他 へ縛 出 ノ爲)
、

親 ル ト、7名(0.5%)二 結 核竈 ヲ認Sタ 。
の

次 二、 コ ノ病 竈 ヲ認 メ タ7名 ヲ除 イ タ者 郎 チ、

初 検 時 「ツ」反鷹 陽 性 且 、1年 後 二於 テ モ猶 病 竈

ヲ認 メ 得 ナ ヵ ッ タ者1283名 ヲ1封象 トシテ更 二

1年 後(郎 チ初楡 時 ヨ リ2年 後 〉二再 ビ、 初 検 時

ト同檬 ノ検 査 ヲ施 行 シタ、 コ ノ際 ニ モ前 同様 ノ

轄 出者2名 ヲ算 シタ ガ、 調査 二依vバ 、健狂 中

ナ ル モ、 前 同 同様 、X線 検 査 ヲ施 行 シ得 ナ カ ツ

タ者 デ アル。 從 ツテ受 検 者 ハ4257名 デ アル ガ、

ソ レニ就 イ テ観 ル 時 ハ、1年 後 トハ事 情 ヲ異 ニ

シ、 塗 二1例 ノ結 核 竈 所 持 者 モ獲 見 スル ヲ得 ナ

カナタ。

帥チ、初検時 「ツ」反鷹陽性ニシテ且結核竈 ヲ

認メナカツタ者 二於テハ爾後1年 間 ノ経過中

ヘ ソノo.5%二 該雷スル結核嚢病者 ヲ認 メ得

蝋 ソノ他 ノ脊 二蜘 テへ 初検後2年 二至

ル モ、 未 ダ遽 二1例 ノ結 核 竈 モ登 見 シ得 ナ カ ツ

タ モ ノデ アル。

初検 後1ケ 年 二於 テ病 竈 ヲ認 メ得 タ者7例 二就

aテ ノ検 査 成 績 ハ 第8-14表 及 ビ第5--18pm二

示 ス如 クデ概 略 次 ノ檬 デ アル。

症 例1(第8表 〉 胸 園 二於 テ初 検 時78.5cm.・
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第8表 症 例1

索 引 番 號 ・5-・1871 初楡時年齢17歳 初 槍 時 昭和15年7月17日

嘩

検 査 項 目 初 槍 副 ・ 年 後 2年 後 響

F

身 長c揃

蓼

165.2

哩

165.4
唾

167.7

彊 重kg 50.0 51.0

垂

49.2・

胸 園cm 、78.5

一

81.0

一 一

82.0

「ソ」反 慮 血搬

(獲 赤硬 結)

19×19
… … …

19×19

16×20
暫15×16

擁

一

}翻 二写嚇(6・糊

ヒ

赤 沈 鵬塒、

(1時 間値2時聞館.)

、6
■

14

5

了f、

2…
7一

X線 像 病竃 ヲ認 メズ
左鎮骨下内側二孤立性ノ栂
指頭大圓形陰影(第5圖)

華

殆 ソ ド同前ナルモ稽 くソノ濃
度 ヲ塘 ス。(第6圖)

備 考 自 覧 症 ナ 瓢 氣胸療法施行 セズ。 休業 セズ
ノ

'

u第5圖

＼ 二

'!魂 ・～

饗

M険 ハ

跨
膝、

1年 後81.Oemデ ア ツ タガ、身 長、髄 重 、「ツ」反

慮 、赤 沈等 ニハ初 検 時 及 ビ1年 後 二於 テ著差 ハ

認 メ ラ レナ4e且 自罷 症 モ ナ カ ツ タ ガ、X線 検

査 二 於 テハ 左 鎖 骨 下 二 圓形 陰 影 ヲ 認 メ ラレ タ

(第5圖)。 ・ソ ノ後 日勤 中 ナル モ、 病 竈 ハ1年 後

二至 ル モ殆 ン ド璽 化 ヲ示 サ ナ イ(第6副 。

症 例2(第9表)。 髄 重 ハ1年 後3kg滅 少 、 赤

沈 、1時 間 値 、初 検 時6、1年 後29ヲ 示 シ、 自

第6圖

、
幅

畠場

!

ノ
「、」

罷症ハナカヅタガ、右鎖骨下二比較的新 シイ ト
ぼ

推断サ レル室洞 アリ、 ソノ周園及 ビ左鎖骨下二

繭移竈 ト認 メラル ・陰影 アリ(第7圖).ソ ノ後

休業 ヲ肯ゼズ、氣脚療法 モ施行 シナイガ、病竈

登見後1年 二於 テ髄重ハ5kg壇 加 シタ。併 シ

病竈バー僑 進屡悪化 シタ(第8圖)。

症例3(第10表 〉 初検時二於テ 「ツ」反鷹ハ硬

結 ヲ鯛知 セズ、赤沈1時 間値18。1年 後 二於 デ
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第9表 症 例2
羅

o

索 引番 號 ・5-82371初 槻 鴇 ・7飼 初嚇 昭和・5年期3日

検 査 項 目 ゆ 検剛
}

・ 年 後}2年 後

身 長cm
艦

164・6卜
ヨ

164・61伽 覧1

髄 重kg

…

51.o:
…

:曳 ・48
,053.O

i

i胸 園em 1
80・4i

妙
8砿1180.5

i、
「ツ」反 鷹 蹴鶏 …

儒 赤)

23×20i、
ズ

2。×2117×211

i15×15}
}

20×21ゲi一 蒙7×21
i漉___硬 結

赤 沈 搬m

(塒 離 一〉

隻i
l15

29;24
'可i階 再

2時 間値
一 桐

X線 像

ξ
1右側一第1肋 間(前)ヨ リ肺尖全

∵燃 　織1灘ll
(第8圖)

備 考 1
!

自 魔 症 ナ シ;氣 胸療法施行 セズ。休業 セ ズ [
罪

ヤ

㌧ン

第7圖

畿

ノ/ジ轟熱

ノ

㍉

一～ こ
転然 ぬ 甑

、 ㌧
辱"、 、

影
ヲ〆 一一ミ

瓢

影

ハ、「ツ」反鷹依然硬結著明デナク、赤沈1時 問

値21。 髄重ハ1年 後2.4kg檜 加 シ、自魔ハナ

ヵヅタガX線 像 二於 テ右第2肋 間腔二擶圓形陰

影 ヲ認 ム(第9圖)。 一氣胸療法ヲ薦ムルモ施行セ

ノ 第8圖

態

ズ、 ソ ノ後1年 く初 検 後2年)ニ ハ膿 重1 。9kg'

滅 少 シ、Aツ 」反鷹 ノ硬 結 著 明 トナ リタル モ赤 沈

1時 間値42二 促 進 ス。X線 像 ハ ソ ノ後1年 二於

テ室 洞 ヲ形成 シ、左 側 二韓 移 竈 ヲ認 ム(第1(魎)。

膨
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第10表 症 例3
罪
轡

索引翻 ・5-・釧 初猫 年齢 ・磯 初 検 時 昭和15年2月24日

検 査 項 司 初 検 剛 ・ 年 後12年 後
一

身 長c田 160.0 160.1 160.1

盟 重kg 49.0 51.4 49.5

胸 園cm 82.0
'82

.5 82.2

「ツ」反 慮mm

(頚 赤硬 結)

21×26

(一)

、

21×23

(±)
鞍

16×20

(+)

赤 沈 撫瓶

(t時 閥値2時間値)。

ワ

18
訂

21
亨

42,
-

65

零

x線 像

、

病竈 ヲ認 メズ鰍 鯉纏9耀ラ叢
影(第9圓)

禦 穏謎 鵜 繍)陰影二重ツ
左側一肺 尖野及 第1肋 間(前)二
斑黙状、 雲状陰 影、 中二空洞形

成 ヲ認 ム。(第10圖)

備 考 }

▼

自 畳 症 ナ シ 氣胸療法施行 セズ。休 業 セズ
1～

第9圖

曳

曳

欝
ぎ

懸

痒例4(第11表 〉 初検時「ツ」反慮著明、水泡ア

リ。赤沈1時 間値12、1年 後 二於 テノ＼ 「ツ」反

磨著明デアルガ水泡ハ俘ハズ、赤洗1時 聞値7

自覧症ハナ4ガ 禮重2.4kg減 少ス。X線 籐二

於テハ 第2肋 間腔(前)二 不整形陰影 ヲ認ム(第

11圖)。 気胸療法施行 セズ。ソノ後,1年(初 検後

2年)二 於 テハ、髄重更 二2.6kg減 少 シ、X線

第10圖

像二室洞形成 ヲ認ム(第=12圖 〉。.・

症例5(第12表)身 長、禮重、胸園、赤沈等 二、

ノ・著憂ナク自畳症モ無4ガ 、「ツ」反慮度ハ1年 後

稽 驚減弱ヲ示 シニ重毅赤 ヲ認メズ、X線 像 二於

テ右第2肋 間腔(前)二 不整形陰影 ヲ認メタ〈第

13圖)。 ソノ後、忠告ヲ無睨 シテ休業 モセズ、

s氣 胸療法斥施行 シナカツタダ、1年後(初 検後2
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o

第11表 症 例4

刺 番號i57793・i礁 麟 齢 は8劇 初 繍 昭細5年 ・2月2日

槍 査 項 目 険 検 副 ・ ㌔ 後12年 後

身 長cm 159.9 160.0 160.2 ●

髄 重kg 53.0 50.6

一
48.0

胸 園cm 言81。6. 81.4 81.5

「ツ」反磨 測n

獲 赤
25×20水 泡 ノ 亜2誕L二 重豪赤

(硬 結) 16×16二 重蛮赤 器遷 ご藪 赤
渦 16x18

赤 沈 塒職

(1壽離 ウ
12

一 夢
30

7
-

21

6
τ

X線 像 病竈 ヲ認 メズ
右第2肋 間前外側 二小指
頭大 ノ不整形雲状陰影

(第11圖)。

空洞形晟 シソノ周園 ヨ小
斑黙状陰影

(第12圖)

備 考

,

自 畳 症 ナ シ
氣胸療法施行 セズ。休業
セズ

レ

第11圖
譜

年)二 於テハ病竈一段 ト遽進悪化 ス(第14圖)。

症例6(第13表)初 検時異状 ヲ認メ得ナカツ

タガソグ後3ケ 月ニシテ、褒赤、胸痛、咳漱等

アリ。検査ニヨリ左側漁性肋膜炎 ト診定ス。6

ケ月療養 ノ後治癒 シ、 ソノ後2年 二至ルモ他 二

病竈 ヲ認メズ。初検後1年 二於ケルX線(第15

圖)ハ 、左下肺野外側 二陰影 ヲ認 メタガ、ソノ後

1年 ノX線 像(第16圖)二 於 テハ、左第2肋 骨陰

第12圖

ノ

心へ
へ

廼仏1

『

.～

㌔

驚

岬

　
ノ

tレ
{/

//

＼レ濠
＼響

嬢

二

旨
財

認

塞

影随俘像 ヲ認ムル他、著憂 ナシ。 。

症例7(第1考 表)初 検當時、艦力章検定會 二於

テ中級合格。1年 後』於 テモ、身長、膿重、胸
も

園等 二著礎ナ久 健康感二自信 ヲ持 ツト言 フガ、

赤沈1時 間値ハ初検時 ノ2二i封 シ1年 後53、X

線豫(第17圖)ユ 於 テハ、左鎮骨下二比較的新鮮

ト思バレル室洞 ヲ認ム。 ソノ後氣胸療法モ施行

セズ、ソノ年1後 ニハ病竈躍進悪化 ス(第18圖) 。



並1 篠 ●所酔 酵 鰭 櫨 欄 ス〃磯 【第22倉

、

第 触 駕 表 準 例5

索 引 番 號15-9224 勅検時年齢18歳 初 検 時 昭和15年12月9日

検 査 項 目 初 輸 時
垂

1年.後

一 一 塵鄭一 一

2年 後 ;

、

身 長cml164.5165.Ol

、 ・

165.4

饅 重k955。0…54。2
ρ

一

55。3.・

▼

胸 園cm80。380.5㍉ 80.9

「ツ収 慮mm・18
x18117x18…18×17

(獲 赤硬 結)i-・8x・8騨 嚇 》 ・7×・81(+)
… 垂

赤 沈mm/4,5}4

(舞 離 うi覧 譲「}万
←

毒

、 右第2肋 間 ノ陰影 ハ周園二右第2肋 間腔(前)外 側
二栂 披大 シ、更 二第1肋 間及右

X線 ・像 病竈 ヲ認 メズ 指頭 大域 ノ不整形陰影 肺尖全野 二瓦 リー部融合 セ

(第13圖)ル 斑il貼駅雲駅陰影 ア リ

;(第14圖)
…

備 考E師 紺 づ 騰 鍮 瞥 凶
箋

第13圖 第14圖

　

ヨ
　

　

ザ

ぬ

謁

轡
%

.渚 つ(・
㌧!4
し》 ＼,＼ 噛∵、

/プ ＼∵ ・＼ 。・・

奪

〆
,、'ン イ

パ や ノノ も
ひトツ ノ

・ 〉 ♂'・

翼

一聴

襲も

～

/

。

/一 一

ノ

＼

麟

へ 覧.

.一一蟻 一.

1＼ ＼ン!{＼

ダ



s3Ml 千葉。所澤=青 牟期結核症二蘭メ〃蕨究 143

ノ

第13表 症 例6
,■

索 引 番 號15-4015懸 初楡時年齢18歳 初 検 時 昭和15年7月15日

ρ

'

検 査 項 目 初 検 時
■

1年 後
r

夢

2年 後

譜 紳

身 長 ㎝ 一53潟 》 153.2

●

舞

153.6

饅 ノ 量 琴9 45.2
渉

一

4義。i仏6辱
i

胸 園 幡

皿
・i

81.0・81。0!,81.0

(護 書)一

「ツ」反 慮 血mi22
x2219×20 -

111×11崔19×20

24×24
　 〔

24r×24
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第14表 症 例7

索 引翻 ・卜5931初 嚇 輔 ・8劇 初 槍 時 昭 和・5年7月9日

一一 一一 一

身 長c劉 薩

槍 査 項 目 帥 楡 時i・ 年 後 レ ② ギ 後
一 一』一一 皿__〕 一 一 噌一 一 一

163.81163.8

　 回轟{}一 一'心 蝋

164.4

饅 重kg 51.8
き

81.8

50.8 51.0
葬

詩

1

胸 園c願

}

82.0 ・83 。5

璋

「ツ」反 慮 澱m

(毅 赤硬 結)・

泌 ¶

19×22
}　 轍…

9×9

20x20

20×20
套

19×21

19×21'

赤 沈mm

(粟 時閥値2時閥傾) 5
-「 銑 6

万

X/線 像 病竈 ヲ認 メズ

左鎮骨胸骨端陰影直下二撫指

嬰錨 裂 、踊羅
1胱 斑鮎状陰影。(第17圖)

空洞周 園 ヨ リ左肺尖全野
及 ビ左第 ユ並 二第2肋 間
腔(前)二 雲駿斑鮎 状陰影(

第18圖)

`

備 考
亀

龍力章検定
中級合格 自 畳 症 ナ シ

氣胸療法施行 セズ、休 業
セズ

第17圖

膨
以上 ノ如 ク、初検時「ツ」反鷹陽性結核竈 ヲ認メ

ナカツタ者 ノ中、1年 後病竈 ヲ認 メ得タ者 ノ病

型ハ、肋膜炎1例 、鎖骨下二於テ圓形陰影1例

及 ビ室洞2例 、第2肋 間腔(前〉二於 テ欄園形陰

影1例 及 ピ不整形陰影2例 ニシテ、肋膜炎例 ヲ

除 ク外、自発症 ヲ訴ヘズ就業中ノ者犠 シテ、 ソ

ノ後1年 間二於 ケル経過ハ、肋膜炎治癒、鎖骨

ノ

第18圖

霧
下 圓形陰影1例 同前 ノ他、各例 トモ自然治癒 ヲ

認メズ、却 ツテ躍進悪化 シタ心

第1章 ヨリ第3章 迄1小 括 昭和16年 及 ピ17

年昌施行 シタ結核二關スル集團検診成績 ヲ慨括

スル ト、次 ノ檬 デアル。

1。16年 ノ成績ハ 男子14-19年 齢 二就 イテ観

ル ト・「ツ」反鷹陽姓奉ハ、東京地方 二於 テ14歳
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36%カ ラ19歳47%二 、 小 都 市 附 近14歳19%

カ ラ19歳38%二 、 要 療 養 者 検 出奉 ハ 、東 京 地

方15歳1.3%カ ラ19歳4.0%二 、 小 都 市 附 近

15歳0.5%カ ラ19歳1.2%ト 何 レモ 東 京 地 方
　

高牽 ニ シテ 且 爾 地 方 トモ 年 齢 ノ 増 加 ス ル ニ從

ヒ、 比 較 的 急 ニ ソ ノ率 ノ増 加 ガ認 メ ラ レタ。

2,14--25歳 ノ男 子 二 就 イテ17年 ノ成績 ヲ観

ル ト 「ツ」反癒 陽 性…奪 ハ、14歳 東 京 地 方39%、

小 都 市 附近37%bソ ノ値 二大 差 ナ イ ガ、 ソ レ以

後 ノ年 齢 二於 テ東 京 地 方 稽 ≧高 牽 ヲ示 シテ推 移

シ、24歳 頃 二 至 ル ト再 ビ莚 接 シ、 雨 地 方 トモ

24歳82%ヲ 示 シタ。 要療 養 者 検 出 奉 ハ、爾 地 方

共 へ21歳 二於 テ比 較 的高 峻 ナ山 ヲ描 ク ガ、小

都 市 附近(7.5%)ノ モ ノハ 、東 京 地 方 ノ ソ1!(5.9

%)ヲ 突 破 シ極 メ テ尖 化鏡 ス ル ニ反 シ、東 京 地 方

二於 テハ ソ ノ度 稽 ㌃低 ク、 小 都 市 附 近 二於 ケル

ガ如 ク著 明 デ ナ イ。

3。14-・19歳 ノ男 子 二 就 イ テ 年度 別 二 比 較 ス

ル ト、 小 都 市 附近 二於 テハ、「ツJ反 鷹 陽 性 牽 モ、

要 療 養 者 検 出率 モ16年 度 二比 較 シ17年 二於 テ

共 二増 加 ヲ示 シ、 且東 京 地 方 ノ夫 レニー層 接近

スル ガ、 東 京 地 方 二於 テハ、 「ツ」反 慮 陽性 率 ノ

ミハ17年 二於 テ ヨ リ高 率 ヲ 示 ス'a拘 ラズ要療

者 検 出率 ハ之 二俘 ハ ズ、 爾 年 度 間 二著 差 脚認 メ

得 ナカ ツ タ。 爾 「ツJ反 鷹 陽 性 者 二繋 ス ル要療 養

者検 出率 ヲ観 ル ト小 都 市 附 近 二於 テハ 、爾 年度

間 ニハ大 差 ナ ク、 東 京 地 方 二於 テ ハ寧 ロ低 率 ヲ

不 シタ。 、

4.東 京市内申心地歴在勤 ノ13--66歳 ノ男女

子二16年 施行 シタ成績ハ検査聰員19358名 二

覇 シ、「ツ」反鷹議赤10mm以 上反恋者80%、

要療養者検出率2。7%デ 、性別二観 ルト女子 ノ

「グ」反鷹陽性李ハ68%要 療養者検出牽ハ2、5

%ヲ 示 シタ。 ・

5.男 子二就 イテハ「ヅ」反鷹獲赤'10mm以

上反懸者80%、5mm以 上反鷹者83%、 要療養

者検出奉2・7%デ アル夙 年齢別二齢 レペ 惣

反鷹陽性李 ハ22歳(80%)迄 ハ 可成 リ急二堀　率

シソノ後特二30歳(91%)以 後 デハ増加度極 メ

テ緩 慢 トナ リ、48歳99%、54哉98%等 ノ値 ヲ

示 シテ、ts二100%三 ハ 到 蓬 シナ4。 併 シcツ」

反 鷹 獲 赤5mm以 ヒ反 鷹 者 二於 テハ50歳 二於
ら
テ100.0%二 蓬 ス。 男子 ノ 要 療 養 者 検 出率 ハ概

シテ緩 慢 ナ山 ヲ描 キ、20-24歳 二1ツ ノ低 イ山

(3。6%)ヲ 作 リ、後 、30-34畿 》谷(2.3%)ヲ 経

テ、 再 ビ40-44歳 ノ 牡 年 期 ニハ 前 ノ山 ニ モ達

スル位 ノ山(3。3%)ヲ 描 イ テ 居 ル コ トガ 観 取 サ

1/タ 。

6.上 記男 子要 療 養 者 ノ病 型 ヲ観 察 スル ト、 肋

膜 炎 、肺 門 淋 巴腺 腫 脹 及 ビ初 期攣 化群 ハ15-19

歳 』窺於 テ最 モ多 ク登 見 サ レ、 後 ソ ノ牽 ヲ減 ジ、

肋 膜 炎 及 ビ初 期 愛 化 群 ハ25歳 以 後 、肺 門 淋 巴 腺

腫 脹 ハ30歳 以後 二於 テハ検 出 ヲ見 ズ、初 期 肺 浸

潤 ハ20-24歳(1.0%)二 於 テ 最 モ多 ク35歳 以
モ の

後 二於 テハ之 ヲ認 メナ カ ツ タ。粟 粒 結 核 症 ハ15

-19歳 二於 テ僅 力1例(O ,02%)ヲ 検 出 シタ ノ

ミ。 反 之慢 性 結 核 症 二於 テハ 各 年 齢 層 二認 メ ラ

v、肺 尖 結 核 症 ハ15-19歳(O:4%)カ ラ30-34

歳(1.2%)迄 漸 次壇 シ タ ガ ソ ノ後 ハ止 リ、肺 結 核

症 ハ15-・19歳(O。6%〉 カ ラi漸壇 シテ40-・44歳

(2.2%)二 至 リ 後増 加 ヲ 示 サ ズ。 爾 要療 養 者 検

出 率 曲繰 ノ第1ノ 山 二當 ル20--24歳 デハ 初 期

結 核 症(1。7%)及 ビ慢 性 結 核 症(1.8%〉 共 二殆 ン

ド同 率 デ ア ヅタ ガ、第2ノ 山 ノ40--44歳 デハ慢

性 結 核症 ノ ミ検 出 シタ。

7.初 検 時 「ツ」反 懸 陽 性 者1498名 二 就 イ テ3

年 間 二亙 ル観 察 結 果 ノ概 略 ハ 次 ノ檬 デ アル。

a.初 検 時 二於 テ、既 二病 竈 ヲ認 メ得 タ者 ハ1VO

名 ニ シテ被 検 者 二封 シ ソ ノ11%ヲ 占 メ タ。

b・ 初 検 時X線 像 二 病 竈 ヲ認 メ得 ナ カ ツ タ「ツ」

反 鷹 陽性 者 二就 イテ、更 二1年 後 ノ再 検 ノ結 果 、

X線 像 二結 核 病 竈 ヲ認 メ得 タ者 ハ僅 力7名 、 郎

チ被 検全 数 二封 シ0。5%二 過 ギ ナ カ ツ タ。

c・ ソ ノ病 型 ハ、 肋膜 炎1例 、 鎖 骨 下 二於 テ圓

形 陰影1例 及 ビ新 鮮 ナ ル室 洞2例 、 第2肋 閣腔

(前〉二於 テ橋 圓 形 陰 影1例 及 ビ不 整 形 陰影2例

デ、内櫓 悪5例 、停 止 及 ビ全治 各1例 デ ア ツ タ。

d.「 ツ」反 鷹 陽 性 ニ シテ 且初 検 時 二於 テ モ ソ ノ

㌦
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後1年 二於 テ モ 病 竈 ヲ 認 メ 得 ナ カ ヅ タ 者 二封

シ、 更 二1年 後(即 チ初検 後2年 二)前 同 同 様 ノ

検 査 ヲ施 行 セ シ慮 、 ソ ノ受 検 者125丁 名 申、1例

ノ結 核 病 竈 モ饗 見 ス ル ヲ得 ナ カ ヅ タ。

稿 そ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導拉 ビニ御

校閲ヲ賜 ツタ豫防會結核研究所研究部長岡治道

博士拉 二日本馨療團中野療養所隈部英雄博士二

謹 ンデ深甚ナル謝意 ヲ表 ス。.
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